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四
十
周
年
記
念
行
事
第
二
弾

「
四
十
周
年
記
念
誌
発
行
」
を

皆
さ
ん
の
御
協
力
で
成
功
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

四
十
周
年
記
念
誌
は
埼
玉

労
山
会
員
の
皆
様
に
発
行
し
て

読
ん
で
戴
く
こ
と
を
趣
旨
と
し

て
お
り
ま
す
。
ま
だ
、
配
布
さ

て
い
な
い
方
が
無
い
様
、
ご
配

慮
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

さ
て
、
昨
年
十
一
月
十
五
日

の
安
全
登
山
記
念
講
演
開
催
テ

ー
マ
「
登
山
と
健
康
」
に
あ
た

り
、
講
師
・
大
野
秀
樹
氏
並
び

に
ご
参
加
下
さ
っ
た
皆
様
に
準

備
段
階
で
不
手
際
が
あ
り
、
講

演
運
営
に
あ
た
り
失
礼
の
あ
っ

た
事
を
理
事
会
で
全
員
が
こ
の

事
態
を
深
く
受
け
止
め
、
反
省

し
て
お
り
ま
す
。
支
援
し
て
戴

い
た
皆
様
の
お
気
持
ち
に
深
く

お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

組
織
調
査
が
十
一
月
末
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
埼
玉
労
山
会

員
登
録
人
員
は
五
百
七
十
九
名

う
ち
女
性
二
百
七
十
一
名
、
男

性
三
百
八
名
。
一
部
退
会
や
申

請
・
脱
会
で
昨
年
の
埼
玉
労
山

登
録
人
員
五
百
九
十
三
名
に
対

し
、
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

依
っ
て
、
「
遭
難
対
策
基

金
・
特
別
基
金
の
動
向
」
「
会

の
高
齢
化
」
「
入
会
者
の
減
少
」

の
問
題
を
直
視
し
て
現
状
を
少

し
で
も
変
え
う
る
「
芽
」
が
多

く
出
る
こ
と
を
今
後
も
さ
ら
に

再
考
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
積
極
的
な
「
交
流
」
を
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
実
現
し
、

お
互
い
の
会
活
動
を
刺
激
し
あ

い
、
補
完
し
あ
う
こ
と
を
実
現

し
て
行
く
』
と
い
う
視
点
で
進

め
る
こ
と
が
基
本
と
考
え
ま
す
。

各
会
交
流
も
ま
だ
軌
道
に

乗
っ
て
い
ま
せ
ん
が
埼
玉
労
山

フ
ェ
ス
タ
や
ブ
ロ
ッ
ク
間
交
流

等
な
ど
例
に
あ
げ
れ
ば
「
発
展

し
て
い
こ
う
」
と
い
う
思
い
が

共
有
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
実
現

し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

理
事
会
と
し
て
も
じ
っ
く

り
考
え
、
埼
玉
労
山
会
員
の
皆

様
の
魅
力
あ
る
英
知
と
努
力
を

結
実
さ
せ
、
会
と
県
連
の
活
動

が
共
に
発
展
し
て
い
く
よ
う
取

り
組
む
所
存
で
す
。

労
山
メ
デ
ィ
ア
戦
略
の
特

別
実
証
区
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

労
山
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
つ
う
じ
て
、
労
山
会
員
の

方
々
に
「
新
し
い
魅
力
を
、
労

山
ら
し
さ
」
を
伝
え
る
と
同
時

に
、
登
山
に
興
味
を
も
っ
て
い

る
「
未
組
織
・
若
者
」
に
も
公

開
し
て
、
利
用
で
き
る
よ
う
め

ざ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
次

の
事
業
を
特
別
実
証
区
で
お
こ

な
い
、
労
山
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

①
「
こ
ん
に
ち
は
、
ろ
う
さ

ん
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
」（
会
・

ク
ラ
ブ
紹
介
）
②
「
ろ
う
さ
ん

情
報
ネ
ッ
ト
」
③
労
山
学
習
ネ

ッ
ト
」
☆
特
別
実
証
区
は
神
奈

川
県
・
東
京
都
・
埼
玉
県
・
千

葉
県
の
首
都
圏
と
石
川
県
に
要

請
さ
れ
、
今
年
実
証
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

『
こ
ん
に
ち
は
、
ろ
う
さ
ん

コ
ミ
ィ
ニ
テ
ィ
登
録
』
は
七
百

の
会
・
ク
ラ
ブ
情
報
ネ
ッ
ト
で

各
会
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
リ
ン

ク
。
情
報
登
録
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
登
録
用
紙
で
会
・
ク
ラ
ブ
の

情
報
の
電
子
登
録
。
当
面
の
促

進
は
二
段
階
で
や
る
。
全
国
↓

自
主
提
出
、
「
実
証
区
」
↓
実

務
者
と
協
議
六
〇
～
七
〇
％
を

目
指
す
予
定
で
す
。

「
埼
玉
県
連
と
し
て
の
仕
事
」

こ
の
「
ろ
う
さ
ん
コ
ミ
ィ
ニ

テ
ィ
」
に
ク
ラ
ブ
情
報
や
県
連

機
関
紙
等
を
電
子
登
録
と
各
会

や
登
山
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
リ
ン
ク
付
け
や
県
連
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
再
立
ち
上
げ
を
目
指

し
ま
す
。

「
新
特
別
基
金
」
方
式

事
後
の
寄
付
金
納
入
に
よ

る
「
特
別
基
金
」
は
一
年
間
限

定
の
経
過
措
置
と
し
て
二
〇
〇

八
年
全
国
総
会
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
定
款
整
備
を
し
て
「
労

山
新
特
別
基
金
」
二
〇
〇
九
年

四
月
以
降
の
あ
り
方
と
し
て
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
提
案
が
昨
年
、

二
〇
〇
八
年
十
一
月
九
日
開
催

の
『
臨
時
全
国
評
議
会
』
で
提

案
さ
れ
、
地
方
連
盟
で
の
討
議

を
経
た
う
え
で
、
二
〇
〇
九
年

二
月
二
十
一
日
～
二
十
二
日
に

開
催
さ
れ
る
全
国
評
議
会
で
最

終
決
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

「
山
岳
共
済
の
将
来
に
向
け

て
」今

回
の
保
険
業
法
見
直
し
は
、

こ
れ
で
全
て
完
了
で
な
く
、
法
制

定
後
五
年
（
二
〇
一
一
年
四
月
）

の
見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

い
よ
い
よ
本
丸
で
あ
る
制
度
共

済
（
農
協
、
全
労
済
な
ど
、
法
律

上
の
裏
付
け
の
あ
る
共
済
組
織
）

を
も
対
象
に
踏
む
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
米
の

保
険
業
界
が
め
ざ
す
完
全
な
「
イ

コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
（
助
け
合

い
共
済
も
、
営
利
企
業
で
あ
る
保

険
会
社
も
規
制
内
容
が
同
一
化

す
る
）
が
目
指
さ
れ
る
。
従
っ
て
、

そ
の
時
点
で
も
う
一
波
乱
あ
り
、

そ
れ
ま
で
に
自
主
共
済
の
適
用

除
外
が
実
現
し
な
く
と
も
新
た

な
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
。
…
（
臨
時

全
国
評
議
会
資
料
よ
り
）

自
主
共
済
適
用
除
外
に
向

け
た
請
願
用
紙
を
昨
年
送
付
さ

せ
て
戴
い
て
お
り
ま
す
が
ご
理

解
・
ご
協
力
・
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
様
、
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
も
労
山
の
積
極
的
な
推

進
の
た
め
、
遭
難
防
止
・
安
全

担
当
者
会
議
、
機
関
紙
、
女
性

委
員
会
、
登
山
学
校
、
救
助
隊
、

自
然
保
護
、
岩
・
山
ス
キ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
諸
活
動
を
継
続
発
展

さ
せ
ま
し
ょ
う
。
理
事
会
を
代

表
し
、
埼
玉
労
山
会
員
の
声
を

反
映
し
、
全
力
で
奮
闘
す
る
こ

と
を
誓
い
ま
し
て
年
頭
の
御
挨

拶
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

理
事
長

武
笠
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次
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埼玉労山の皆様明けまして

おめでとうございます。 
「明るく、楽しく、安全に 埼玉労山会員の魅力を関東圏に広げ

よう」 

 

 

 

２００９年度県連役員推薦･選出のお願い 

毎年県連では、役員体制確立が困難な状況にあり、

県連活動をさらに活性化するうえからも現在の理

事数を上回る理事の選出が不可欠です。加盟団体代

表者の皆様に特段のご配慮をお願いするものです。 

 この事情をご賢察いただき、早期に会でご協議い

ただき、県連盟理事等役員を１名以上選出していた

だき、役員推薦をされるようお願い申し上げます。 



北部ブロック・ハイキング委員会 合同企画 

  秩父・熊倉山 心拍数測定実験登山を終えて 

ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会
と
し

て
は
当
初
、
交
流
目
的
合
同
ハ

イ
キ
ン
グ
を
企
画
し
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
前
回
に
実

施
し
て
好
評
だ
っ
た
北
部
ブ
ロ

ッ
ク
で
の
心
拍
測
定
実
験
登
山

を
体
験
し
て
み

た
い
と
の
意
見

も
あ
り
、
合
同

企
画
で
準
備
を

進
め
て
来
ま
し

た
。 今

回
の
実
験

登
山
は
、
心
拍

数
を
指
標
に
体

内
変
化
を
読
ん

で
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
、
快
適
で

健
康
的
な
ハ
イ

キ
ン
グ
や
登
山

を
行
な
う
事
を

目
的
に
、
ま
た

登
山
前
後
に
お

け
る
体
力
測
定

や
生
理
学
的
変

化
を
測
定
す
る

こ

と

で

、

運

動
・
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
の
登
山

の
デ
ー
タ
化
と
確
認
を
す
る
事

で
し
た
。 

実
験
登
山
日
の
十
一
月
二

十
九
日
（
土
）
に
は
、
国
立
鹿

屋
体
育
大
学
教
授 

山
本
正
嘉

先
生
や
ス
タ
ッ
フ
、
そ
れ
に
三

十
九
名
も
の
参
加
者
の
ご
協
力

に
よ
り
無
事
に
終
え
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
事
前
の
準
備
や
説

明
、
ま
た
班
編
成
や
コ
ー
ス
設

定
、
全
体
集
会
等
に
お
い
て
も

反
省
す
る
所
は
多
々
あ
り
ま
す

が
、
皆
さ
ん
か
ら
得
ら
れ
た
貴

重
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
、
今

後
の
登
山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
で
の

参
考
に
し
て
い
た
だ
く
と
か
、

何
ら
か
の
機
会
に
心
拍
数
測
定

実
験
登
山
を
企
画
し
た
り
、
今

回
の
体
験
を
役
立
て
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

最
後
に
、
今
回
の
実
験
登
山

で
企
画
準
備
や
器
材
の
準
備
、

そ
し
て
最
後
の
デ
ー
タ
解
析
ま

で
ご
苦
労
し
て
い
た
だ
い
た
矢

崎
副
理
事
長
と
山
本
先
生
に
改

め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

追
伸
…
今
回
の
参
加
者
の

中
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会
に

大
澤
辰
雄
さ
ん
（
埜
歩
歩
）
犬

丸 

薫
さ
ん
（
大
宮
）
の
二
人

に
協
力
を
お
願
い
し
快
諾
を
得

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

熊
倉
山
心
拍
数
測
定 

実
験
登
山
に
参
加
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

北
本
山
の
会 

保
坂
久
子 

 

心
拍
計
を
装
着
し
て
の
登
山

及
び
登
山
前
後
に
体
力
測
定
を

行
う
と
い
う
県
連
の
計
画
の
案

内
を
知
り
、
今
ま
で
全
く
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
の
で
興
味
が

あ
り
参
加
し
た
。 

今
回
は
の
ん
び
り
班
を
希

望
。
民
宿
「
し
ら
か
わ
」
で
心

拍
計
を
装
着
後
、
ザ
ッ
ク
の
荷

重
計
測
、
体
力
測
定
を
行
う
。

の
ん
び
り
班
は
開
眼
片
足
立
ち

（
バ
ラ
ン
ス
能
力
）
と
棒
反
応

時
間
（
脳
神
経
系
の
反
応
時
間
）

の
二
種
類
を
実
施
。
二
番
目
の

落
下
す
る
棒
を
瞬
時
に
つ
か
む

と
い
う
の
が
意
外
と
難
し
い

（
こ
れ
っ
て
脳
神
経
系
の
衰

え
？
） 

諸
準
備
を
終
え
一
番
最
後

に
出
発
。
か
な
り
ゆ
っ
く
り
め

な
歩
行
ペ
ー
ス
で
進
む
が
、
高

度
を
上
げ
て
く
る
と
心
拍
数
は

平
地
よ
り
６
０
～
６
４
ぐ
ら
い

の
上
昇
が
見
ら
れ
た
。 

今
回
、
山
本
先
生
の
女
性
ス

タ
ッ
フ
の
ご
主
人
が
子
供
を
背

負
っ
て
一
番
最
後
を
歩
い
て
お

り
「
こ
の
速
度
は
の
ん
び
り
で

は
な
い
で
す
よ
。
も
っ
と
話
を

ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
し
ょ
う
」
と

声
が
か
か
り
、
普
通
の
山
行
で

は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
歩
行

ペ
ー
ス
に
落
と
し
た
。
す
る
と

心
拍
数
は
１
０
程
度
下
が
り
楽

な
状
態
で
の
歩
行
と
な
っ
た
。 

小
尾
根
で
ペ
ー
ス
配
分
の

チ
ェ
ッ
ク
。
紅
葉
の
盛
り
は
過

ぎ
て
い
た
が
、
武
甲
山
、
秩
父

方
面
の
眺
め
は
素
晴
ら
し
い
。 

か
な
り
高
度
を
上
げ
て
い

く
が
、
の
ん
び
り
歩
行
な
の
で

心
拍
数
の
変
化
も
な
く
、
楽
な

状
態
で
最
終
目
的
地
の
営
林
署

小
屋
跡
に
到
着
。
昼
食
後
、
体

力
測
定
を
行
い
下
山
開
始
。 

急
坂
を
慎
重
に
下
り
、
十
五

時
過
ぎ
に
は
民
宿
に
も
ど
っ
た
。

三
回
目
の
体
力
測
定
を
行
っ
た

後
、
実
験
カ
ー
ド
と
参
加
者
カ

ー
ド
を
記
入
提
出
し
て
今
日
の

実
験
登
山
は
全
て
終
了
し
た
。 

実
験
登
山
を
終
了
し
て
第

一
に
感
じ
た
事
は
、
の
ん
び
り

歩
行
を
す
る
と
急
坂
も
心
拍
数

の
上
昇
も
少
な
く
、
呼
吸
の
乱

れ
も
全
く
な
く
楽
に
登
れ
る
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。 

但
し
、
個
人
的
に
は
自
分
の
心

拍
数
を
見
な
が
ら
も
う
少
し
速

い
ペ
ー
ス
で
の
歩
行
が
快
適
歩

行
か
な
と
感
じ
た
。
後
日
デ
ー

タ
が
個
人
宛
に
い
た
だ
け
る
そ

う
な
の
で
、
楽
し
み
で
す
。 

最
後
に
、
準
備
に
携
わ
っ
て
く

だ
さ
っ
た
係
り
の
方
、
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

熊
倉
山
・
心
拍
数
測
定
実
験

登
山
に
参
加
し
て 

所
沢
ハ
イ
ク 

渡
辺 

渉 

十
一
月
二
十
九
日
、
秩
父
鉄

道
白
久
駅
近
く
の
民
宿
「
白
川
」

に
参
加
者
と
体
力
測
定
係
り
の

教
授
（
山
本
正
嘉
先
生
）
と
ア

シ
ス
タ
ン
ト
男
女
各
一
名
ず
つ
、

あ
わ
せ
て
約
四
十
名
の
人
が
集

ま
っ
た
。 

 

受
付
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
体

力
測
定
（
バ
ラ
ン
ス
能
力
、
棒

反
応
時
間
、
立
位
体
前
屈
）
が

行
わ
れ
た
。
参
加
メ
ン
バ
ー
は

①
の
ん
び
り
班
、
②
標
準
班
、

③
健
脚
班
に
別
れ
て
行
動
し
た
。 

コ
ー
ス
は
①
班
と
②
班
は

民
宿
～
谷
津
川
林
道
～
営
林
小

屋
跡
～
民
宿
（
標
高
差
八
百
Ｍ
）
、

③
班
は
民
宿
～
谷
津
川
林
道
～

頂
上
～
小
幡
尾
根
～
城
山
～
民

宿
（
標
高
差
千
二
百
Ｍ
）
。 

心
拍
計
や
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ

ー
タ
ー
な
ど
は
山
本
先
生
の
方

で
用
意
さ
れ
て
お
り
、
健
脚
班

は
全
員
、
の
ん
び
り
班
と
標
準

班
は
心
拍
計
を
つ
け
て
班
ご
と

に
出
発
し
た
。 

 
 

 
 

私
は
健
脚
班
を
希
望
し
た

が
、
熊
倉
山
は
登
り
も
下
り
も

傾
斜
が
き
つ
く
て
ハ
ー
ド
な
コ

ー
ス
で
、
脚
の
筋
肉
が
痛
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
紅
葉
が
き
れ
い
だ
っ
た
。 

民
宿
ス
タ
ー
ト
が
九
時
五

十
分
～
行
動
終
了
し
て
民
宿
到

着
時
間
は
夕
方
五
時
頃
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。 

 

今
回
の
登
山
に
参
加
し
た
事

に
よ
り
、
登
山
の
た
め
の
生
理

学
に
だ
い
ぶ
関
心
を
持
ち
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
会
に
も
う
少
し

勉
強
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

測
定
の
結
果
を
後
日
に
知
ら
せ

て
く
れ
る
と
の
事
で
参
考
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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熊
倉
山 

 
心
拍
数
測
定
実
験
登
山 

木
阪
事
務
局
長
記 

山
を
始
め
た
頃
か
ら
、
「
山

深
く
時
間
が
掛
か
る
山
」
と
し

て
二
の
足
を
踏
ん
で
い
た
『
熊

倉
山
』
。
そ
れ
も
心
拍
数
測
定

実
験
登
山
と
い
う
興
味
深
い
試

み
と
あ
っ
て
、
学
生
時
代
の
好

奇
心
が
ワ
ク
ワ
ク
と
湧
き
、
思

わ
ず
有
給
休
暇
を
取
っ
て
参
加

し
て
み
た
。 

目
的
：
物
理
的
運
動
強
度
と
主

観
的
運
動
強
度
を
心
拍
数
の
変

化
を
指
標
と
し
て
管
理
し
、
体

内
変
化
に
合
わ
せ
て
快
適
に
歩

け
る
歩
行
ペ
ー
ス
を
作
る
こ
と
。 

ま
た
、
登
山
前
後
の
運
動
能
力

を
測
定
し
、
登
山
中
の
疲
労
に

よ
る
体
力
低
下
及
び
水
分
摂
取

の
必
要
量
の
検
証
。 

実
験
項
目
：
食
料
の
重
量
変
化
、

飲
料
水
の
重
量
変
化
、
運
動
能

力
テ
ス
ト
（
バ
ラ
ン
ス
能
力
、

反
応
時
間
、
腰
の
柔
軟
性
）
、

体
重
変
化
、
心
拍
数
、
パ
ル
ス

オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー 

経
過
：
民
宿
集
合
後
、
体
重
・

ザ
ッ
ク
・
食
料
・
水
分
の
重
量

を
測
り
心
拍
計
を
装
着
す
る
。

今
回
は
い
つ
も
の
よ
う
に
仲
間

に
食
料
を
お
す
そ
分
け
す
る
こ

と
も
出
来
な
い
し
、
お
湯
を
沸

か
す
事
も
考
え
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
ザ
ッ
ク
重
量
を
６
キ
ロ

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。 

次
に
運
動
能
力
テ
ス
ト
。
バ

ラ
ン
ス
能
力
は
「
開
眼
片
足
立

ち
」
で
左
右
行
う
。
最
大
６
０

秒
。
平
行
バ
ラ
ン
ス
と
収
支
バ

ラ
ン
ス
が
あ
ま
り
良
く
な
い
私

に
は
ち
ょ
っ
と
苦
手
。
何
と
か

耐
え
て
耐
え
て
の
６
０
秒
だ
。

次
に
反
応
時
間
。
こ
れ
は
「
棒

反
応
時
間
テ
ス
ト
」
で
実
施
。

４
０
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
棒
を
不

意
に
落
と
さ
れ
て
、
掴
む
ま
で

の
落
下
距
離
を
５
回
行
う
の
だ

が
、
脳
神
経
系
の
接
続
が
ま
ち

ま
ち
ら
し
く
、
５
回
の
結
果
も

ま
ち
ま
ち
。
ま
あ
、
掴
み
損
ね

て
結
果
無
限
大
（
∞
）
は
逃
れ

て
ホ
ッ
と
！
次
は
腰
の
柔
軟
性
。

こ
れ
は
「
立
位
体
前
屈
テ
ス
ト
」

で
測
定
。
台
に
乗
っ
て
足
を
曲

げ
ず
に
腰
を
曲
げ
、
指
先
の
届

く
距
離
を
測
定
す
る
も
の
だ
が
、

相
対
的
に
足
よ
り
上
半
身
が
長

い
私
に
と
っ
て
は
有
利
な
種
目
。

こ
れ
は
自
信
を
も
っ
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
Ｏ
Ｋ
だ
。 

さ
て
準
備
運
動
後
、
健
脚
班

か
ら
出
発
。
先
頭
は
熊
ト
レ
の

若
き
ホ
ー
プ
木
村
君
。
最
初
の

１
ピ
ッ
チ
は
主
観
的
に
「
楽
だ
」

で
登
山
口
へ
。
こ
れ
が
重
要
！

こ
こ
で
心
拍
数
と
パ
ル
ス
オ
キ

シ
メ
ー
タ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク
。
い

よ
い
よ
小
尾
根
・
営
林
小
屋
へ

の
山
道
に
入
る
。 

 

小
尾
根
と
営
林
小
屋
跡
で
心

拍
計
の
チ
ェ
ッ
ク
。
頂
上
と
下

山
後
の
民
宿
前
で
は
体
重
・
食

料
と
水
の
重
量
測
定
・
運
動
テ

ス
ト
と
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ

ー
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。 

山
頂
ま
で
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
等

を
担
ぎ
上
げ
た
教
授
の
ス
タ
ッ

フ
様
、
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
残

念
だ
っ
た
の
は
、
寒
さ
で
指
先

が
冷
た
く
な
り
パ
ル
ス
オ
キ
シ

メ
ー
タ
ー
が
正
常
に
測
れ
な
か

っ
た
こ
と
。
携
帯
カ
イ
ロ
で
も

持
っ
て
い
っ
て
測
定
前
に
手
を

温
め
れ
ば
良
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。 

 

ル
ー
ト
的
に
は
山
頂
近
く
で

少
し
雪
が
残
っ
て
い
た
事
。
小

尾
根
～
営
林
小
屋
跡
～
山
頂
の

コ
ー
ス
は
あ
る
程
度
展
望
も
あ

っ
て
面
白
か
っ
た
が
、
山
頂
か

ら
城
山
下
の
林
道
に
出
る
ま
で

は
植
林
帯
の
つ
づ
ら
折
り
の
下

り
が
多
く
て
イ
マ
イ
チ
。
や
っ

ぱ
り
山
は
自
然
林
が
良
い
よ
う

だ
。 

結
果
：
自
分
の
心
拍
で
は
「
楽

だ
」
が
１
１
０
ぐ
ら
い
ま
で
。

１
２
０
前
後
に
な
る
と
少
し
き

つ
い
が
混
ざ
る
よ
う
だ
。
今
回

は
足
が
つ
り
そ
う
に
な
っ
た
メ

ン
バ
ー
と
途
中
か
ら
ゆ
っ
く
り

歩
い
た
の
で
参
考
程
度
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
の
熊
倉
山
を
「
少

し
き
つ
い
」
が
そ
れ
ほ
ど
混
ざ

ら
な
い
で
登
れ
た
の
は
、
最
初

の
ワ
ン
ピ
ッ
チ
に
「
少
し
き
つ

い
」
が
混
ざ
ら
な
い
よ
う
に
歩

い
た
効
果
か
も
し
れ
な
い
。
詳

し
い
分
析
結
果
は
矢
崎
副
理
事

長
と
山
本
教
授
が
デ
ー
タ
を
分

析
し
て
報
告
書
に
ま
と
め
て
く

れ
る
の
で
、
そ
の
発
表
を
楽
し

み
に
し
た
い
。 

理
事
会
報
告 

 

十
二
月
十
六
日
（
火
）
、
浦
和

県
連
事
務
所
に
て
十
三
名
の
出

席
で
第
十
回
理
事
会
を
行
い
ま

し
た
。 

 

委
員
会
等
活
動
経
過
報
告
・
計

画
予
定 

 
 

 

【
事
務
局
】
・
十
一
月
末
現
在

会
員
数
提
出
状
況
…
総
数
二
十

九
団
体
の
中
、
十
八
団
体
報
告

有
り
。
未
報
告
十
一
団
体
に
は

電
話
で
聞
き
取
る
。 

・
労
山
カ
レ
ン
ダ
ー
残
数
四

部
・
・
・
追
加
注
文
を
。 

 

・
次
回
三
役
会
議
：
平
成
二
十

一
年
一
月
八
日
（
木
）
さ
い
た

ま
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー 

 

・
県
連
総
会
三
月
二
十
九
日

（
日
）
会
場
：
与
野
本
町
コ
ミ

セ
ン(

予
約
） 

 
【
財
政
】
後
期
連
盟
費
未
納
３

団
体
、
早
急
に
納
入
を
！ 

【
機
関
紙
】
地
方
県
連
十
八
団

体
に
郵
送
し
て
い
る
が
、
メ
ー

ル
送
信
を
検
討
す
る
。 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】
実
務
担
当

者
と
し
て
了
承
が
得
ら
れ
、
ご

本
人
と
打
合
せ
を
行
う
。 

【
女
性
委
員
会
】 

平
成
二
十

一
年
一
月
二
十
四
日
（
土
）
Ｍ

Ｆ
Ａ
ベ
ー
シ
ッ
ク
プ
ラ
ス
講
習

会
開
催
（
柴
山
講
師
）
…
定
員

五
名 

・
救
急
法
の
講
習
会 

3
/
7

北
本
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー 

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】 

熊
倉
山
心

拍
数
実
験
登
山
…
三
十
六
名
参

加 
 

 

【
自
然
保
護
】
「
足
尾
の
植
樹

デ
ー
」
＝
平
成
二
十
一
年
四
月

二
十
六
日
（
日
）
に
県
連
の
取

組
み
と
し
て
参
加
す
る
。 

 

【
救
助
隊
】12

/
8

雪
上
搬
出
訓

練
学
習
会
（
労
働
会
館
）
…
十

一
名
参
加
：
応
急
手
当
↓
保
温

↓
梱
包
↓
搬
送 

 

・2/
1
4

～1
5
 

関
東
ブ
ロ
ッ
ク

深
雪
搬
出
訓
練
（
神
奈
川
県
連

主
管
）
・
・
・1

/
1
0

締
切
り 

【
登
山
学
校
】
・1

2
/
6

～7
 

総

合
学
習
登
山
（
鍬
柄
岳
・
荒
船

山
）
：
十
五
名
参
加 

・1
/
1
7

「
雪
山
歩
き
」
机
上
、 

 

1
/
1
8

「
雪
山
歩
き
」
実
技
…
那

須
予
定 

 
 

 

【
岩
ネ
ッ
ト
】
二
月
幕
岩
予
定

【
登
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
研
究
】
・

準
備
打
合
せ
会
議
：1

/
2
6
,
 

2
/
2
3
,
3
/
9
 
 
 
 
 
 

実

技

：1
/
3
1

～2
/
1
 

那

須 
 

2
/
2
8

～3
/
1
 

稲
包
山 

 
 

3
/
1
4

～1
5
 

八
ケ
岳
（
横
岳
） 

ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

 

・
次
回
会
合
・
・
・
西
部
：1/

1
4

、 

南
部
：12

/
1
8

、 

中
部
：
年
内
・

１
月 

北
部
：
１
月 

 

議
題 

 
 

１
．
第
二
回
評
議
会
に
つ
い
て

○
日
時
・
場
所
：
平
成
二
十
一

年
一
月
二
十
五
日
（
日
） 

午

後
一
時
よ
り 

 
 

ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
い
わ
つ
き
（
東
武
野
田

線 

東
岩
槻
徒
歩
七
分 

○
議
題 

①
遭
対
基
金
（
特
別
基
金
）
の

行
方
・
・
・
全
国
連
盟
遭
対
基

金
管
理
委
員
会
管
理
部
長
（
高

橋
氏
）
が
出
席
予
定
②
メ
デ
ィ

ア
構
想
に
つ
い
て 

 
 

 
 

③
県
連
活
動
の
骨
子
：
０
８
年

総
括
、
０
９
年
方
針 

２
．
機
関
紙
編
集
に
つ
い
て 

○
掲
載
内
容
に
つ
い
て
・
・
・

各
会
の
会
報
記
事
の
転
載
（
許

可
の
上
）
、
各
会
の
活
動
紹
介
、

写
真
の
掲
載
等
よ
り
一
層
の
充

実
を
検
討
。 

 

○
編
集
体
制
の
強
化
を
検
討
。

３
．
安
全
登
山
講
演
会
と
心
拍

実
験
登
山
の
反
省
点
に
つ
い
て

○
安
全
登
山
講
演
会
：
①
事
前

の
講
師
と
の
打
合
せ
徹
底
、 

②
不
測
事
態
が
発
生
し
た
時
の

参
加
者
全
員
へ
の
説
明
。 

○
心
拍
実
験
登
山
：
①
参
加
者

へ
の
今
回
の
実
験
登
山
の
趣
旨

徹
底
と
登
山
中
の
行
動
徹
底 

②
無
線
機
等
の
通
信
手
段
に
よ

る
相
互
連
絡
。 
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「
総
合
学
習
登
山
」
に
参
加
し

て 

日
進
山
岳
会
・
杉
山
元
泰 

十
二
月
六
日
（
土
）
～
七
日

（
日
）
一
泊
二
日
で
行
わ
れ
た

西
上
州 

鍬
柄
岳
・
荒
船
山
の

登
山
学
校
に
ス
ポ
ッ
ト
で
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

何
と
い
っ
て
も
今
回
最
高
に

良
か
っ
た
の
は
、
二
日
間
の
恵

ま
れ
た
天
候
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
冬
で
も
あ
り
気
温
は
そ

れ
な
り
に
低
い
の
で
す
が
、
晴

れ
て
い
て
ほ
と
ん
ど
風
も
無
い

た
め
に
空
気
が
澄
ん
で
い
て
山

が
く
っ
き
り
と
眺
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
特
に
二
日
目
の

荒
船
山
・
艫
岩
大
展
望
台
か
ら

の
北
方
の
眺
め
は
抜
群
で
し
た
。

風
も
ほ
と
ん
ど
無
い
の
で
寒
さ

も
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ず
、
い
つ

ま
で
眺
め
て
い
て
も
飽
き
る
こ

と
の
無
い
眺
望
で
し
た
。
目
の

前
に
雪
を
被
っ
た
大
き
な
浅
間

山
、
そ
の
後
方
に
は
る
か
鹿
島

槍
、
五
龍
、
唐
松
と
い
っ
た
北

ア
ル
プ
ス
後
立
山
連
峰
が
見
え
、

北
西
に
は
乗
鞍
、
蓼
科
の
山
々

を
拝
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
見
飽
き
る
こ
と
の

無
い
素
晴
ら
し
い
眺
め
で
し
た
。

ま
た
、
一
日
目
の
岩
峰
の
山
・ 

鍬
柄
岳
頂
上
も
三
百
六
十
度
の

展
望
で
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
見

る
荒
船
山
は
、
山
頂
部
が
真
平

で
右
側
の
艫
（
と
も
）
部
が
す

っ
ぱ
り
切
れ
落
ち
た
岸
壁
に
、

左
側
の
も
っ
こ
り
盛
り
上
が
っ

た
部
分
（
経
塚
山
と
い
う
山
頂

部
分
）
が
艦
橋
に
見
立
て
る
と
、

ま
る
で
大
き
な
空
母
艦
を
見
る

よ
う
な
変
わ
っ
た
山
容
を
し
て

い
ま
し
た
。
こ
ん
な
山
に
明
日

登
る
の
か
、
と
思
う
と
胸
が
わ

く
わ
く
し
た
も
の
で
す
。 

 

宿
泊
し
た
春
日
温
泉
の
国
民

宿
舎
「
も
ち
づ
き
荘
」
も
、
つ

る
つ
る
し
た
感
触
の
泉
質
で
、

肌
が
す
べ
す
べ
に
な
る
よ
う
な

温
泉
で
、
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

そ
こ
で
行
わ
れ
た
夜
の
懇
親
の

ひ
と
時
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ

て
楽
し
い
時
を
す
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
運
営
委
員
の
み

な
さ
ん
も
参
加
さ
れ
て
い
る
み

な
さ
ん
も
皆
、
気
持
ち
の
良
い

方
々
ば
か
り
で
、
や
は
り
山
を

や
っ
て
い
る
人
は
直
ぐ
に
打
ち

解
け
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
な
、

と
思
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

と
、
こ
こ
ま
で
書
い
て
き
て

「
お
ま
え
は
何
を
し
に
い
っ
た

の
か
？
」
と
お
叱
り
を
受
け
そ

う
で
す
の
で
、
総
合
学
習
の
こ

と
を
報
告
し
ま
す
。 

 

地
図
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
テ

ー
ピ
ン
グ
、
救
助
法
、
天
気
、

山
行
計
画
等
々
と
い
っ
た
こ
と

を
山
行
時
、
バ
ス
内
、
宿
舎
内

で
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
正
直
い
っ
て
、
こ

れ
ら
全
て
を
二
日
間
で
マ
ス
タ

ー
し
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、

そ
の
と
っ
か
か
り
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
特
に
興
味
を
持
っ
た

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
と
地
図
（
コ
ン

パ
ス
の
使
い
方
、
山
座
同
定
な

ど
）
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
少

し
ず
つ
で
も
勉
強
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
ロ
ー
プ
ワ

ー
ク
は
毎
日
少
し
で
も
ロ
ー
プ

を
手
に
な
じ
ま
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
よ
ね
、 

 

さ
て
、
た
っ
た
二
日
間
の
登

山
学
校
へ
の
参
加
で
し
た
が
、

大
変
に
得
る
も
の
の
多
か
っ
た

実
り
あ
る
二
日
間
で
あ
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
事
で
す
が
、

住
所
が
神
奈
川
県
藤
沢
市
で
あ

り
、
当
日
も
早
朝
三
時
起
き
、

四
時
二
十
四
分
大
船
発
東
京
行

の
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
な
が
ら
に
乗

っ
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
で
も
そ
の
甲
斐
が
あ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
登
山
学
校
を

企
画
・
運
営
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
埼
玉
労
山
の
運
営
委
員
の

み
な
さ
ま
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
後
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

総
合
学
習
登
山
～
鍬
柄
岳
・
荒

船
山
～ 

 

大
内 

武
〈
三
郷
山
の
会
〉 

昨
年
一
年
間
登
山
学
校
を
受
講

し
て
お
り
総
合
学
習
も
参
加
す

る
つ
も
り
で
北
浦
和
ま
で
行
き

ま
し
た
が
、
バ
ス
の
エ
ン
ス
ト

と
い
う
思
い
も
か
け
な
い
ア
ク

シ
デ
ン
ト
に
あ
い
、
そ
の
上
個

人
的
に
も
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る

こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
は
き
っ
と

「
行
く
の
を
止
め
と
き
な
さ

い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
と

思
い
、
急
遽
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て

引
き
返
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
訳
で
今
回
は
一
年
越
し

の
ス
ポ
ッ
ト
で
参
加
さ
せ
て
頂

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

今
年
は
順
調
に
出
発
し
バ
ス
の

中
で
天
気
図
の
見
方
の
説
明
や

山
で
の
救
急
法
等
の
ビ
デ
オ
を

見
な
が
ら
上
信
電
鉄
千
平
駅
近

く
の
路
上
に
バ
ス
を
停
め
鍬
柄

岳
登
山
口
ま
で
舗
装
道
を
歩
く
。

登
山
道
に
入
る
と
す
ぐ
銀
杏
の

黄
色
い
絨
毯
の
中
に
鎮
座
す
る

阿
夫
利
神
社
を
抜
け
、
山
の
中

腹
ま
で
登
り
き
る
。 

こ
こ
で
簡
易
ハ
ー
ネ
ス
を

シ
ュ
リ
ン
ゲ
で
作
り
カ
ラ
ビ
ナ

を
つ
け
て
、
運
営
委
員
の
方
た

ち
が
張
っ
て
く
れ
た
フ
ィ
ッ
ク

ス
ロ
ー
プ
に
結
び
岩
峰
の
続
く

道
を
頂
上
ま
で
慎
重
に
登
る
。

帰
路
は
登
っ
た
道
を
同
じ
様
に

降
り
山
の
中
腹
で
昼
食
を
と
り

な
が
ら
ツ
エ
ル
ト
を
張
り
ビ
バ

ー
グ
の
練
習
を
し
て
い
る
と
、

折
か
ら
の
突
風
を
受
け
大
き
な

枯
れ
木
が
音
を
た
て
て
倒
れ
る
。

幸
い
近
く
に
誰
も
居
な
く
事
無

き
を
得
た
が
山
で
は
何
が
起
き

て
も
不
思
議
で
は
な
い
こ
と
を

再
認
識
す
る
。
宿
へ
入
っ
て
か

ら
も
休
む
間
も
な
く
地
図
読
み
、

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
テ
ー
ピ
ン
グ

の
講
習
が
続
く
。
講
習
を
終
え

夕
食
後
は
一
部
屋
に
集
ま
り
飲

め
や
歌
え
の
大
宴
会
で
第
一
日

目
が
終
了
。 

二
日
目
は
宿
を
七
時
に
出

て
荒
船
山
の
登
山
口
内
山
峠
へ
。

本
日
の
山
行
の
目
的
は
地
図
読

み
で
あ
り
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

の
書
き
込
ま
れ
た
地
図
を
予
め

渡
さ
れ
て
い
る
。
登
山
口
で
第

一
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
へ
磁
石

を
振
り
霜
柱
を
踏
み
し
め
歩
き

出
す
。
十
分
も
歩
か
な
い
う
ち

に
後
ろ
か
ら
「
ポ
イ
ン
ト
を
過

ぎ
て
る
」
と
い
う
声
が
か
か
る
。

半
信
半
疑
の
ま
ま
次
の
ポ
イ
ン

ト
探
す
が
こ
れ
が
な
か
な
か
辿

り
着
か
な
い
。
迷
い
な
が
ら
一

杯
水
が
第
二
ポ
イ
ン
ト
と
分
か

り
、
第
三
ポ
イ
ン
ト
の
艫
岩
展

望
台
へ
到
着
。
こ
こ
か
ら
の
景

色
は
絶
景
で
雄
大
な
浅
間
山
を

間
近
に
見
、
遠
く
に
八
ヶ
岳
、

穂
高
、
槍
、
白
馬
と
続
く
北
ア

ル
プ
ス
の
山
並
み
を
十
分
堪
能

し
た
後
、
山
の
上
と
は
思
え
な

い
平
ら
な
道
を
ポ
イ
ン
ト
を
探

し
な
が
ら
荒
船
山
の
頂
上
で
あ

る
経
塚
山
へ
。
平
坦
な
道
を
歩

き
続
け
て
き
た
の
で
頂
上
へ
の

登
り
が
や
け
に
急
に
感
じ
る
。

下
り
は
登
り
道
が
凍
っ
て
い
て

危
険
な
の
で
、
藪
か
き
を
し
て

艫
岩
ま
で
戻
り
山
座
同
定
を
し

て
地
図
読
み
の
最
後
を
締
め
く

く
る
。 

今
回
の
山
行
で
地
図
読
み

に
し
て
も
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
に
し

て
も
わ
ず
か
一
年
前
に
習
っ
た

は
ず
な
の
に
ほ
と
ん
ど
覚
え
て

い
な
い
こ
と
を
実
感
し
、
普
段

の
習
慣
が
い
か
に
大
事
か
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。 
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♪みんなの歌♪  新雪 歌詞 佐伯 孝夫 作曲 佐々木 俊一 

(1) 紫けむる 新雪の 峰ふり仰ぐ この心 

  麓の丘の 小草(ｺｸﾞｻ)を敷けば 草の青さが 身に沁みる 

(2) 汚(ｹｶﾞ)れを知らぬ 新雪の 素肌へ匂う 朝の陽よ 

  若い人生に 幸あれかしと 祈るまぶたに 湧く涙 

(3) 大地を踏んで がっちりと 未来に続く 尾根伝い 

  新雪光る あの峰越えて 行こよ元気で 若人よ 

 

関東ブロック女性登山交流会 

「スノーシューと温泉」  2009 年 1 月 5 日   企画 全国連盟女性委員会 

人の気配がとだえる雪山、3 月はどんな景色で迎えてくれるでしょうか 

宿泊先も昨年と同じ１００％かけ流しの温泉宿です。 

安く、楽しく、安全に、関東近県の女性たちで冬を堪能しましょう！ 

日  程：2009 年 3 月 6 日（金）夜発～8 日（月） 

集合場所：ＪＲ新宿駅西口  スバルビル前 3 月 6 日 20；30 発 

宿泊先 ：森川荘 0241－34－2258 福島県猪苗代町早稲沢 

参加費 ：26,000 円（宿泊 1，5 泊食事付き、バス代） 

 別途：スノーシューレンタル代、リフト代、アルコール代、集金は当日、キャンセルの場合はキャンセル料発生します。 

申込先 ：電話０３－５６６２－３７８６ 藤元理津子 

     メール 池原登美子 メールアドレス ikehara.tomiko@taupe.plala.or.jp 

装備と持ち物：雨具、スパッツ、サングラス、手袋、行動食、7 日の昼食 

行動日程 

  6 日：宿には夜半（1 時～1 時半）到着、軽く食事など有り、仮眠。 

  7 日：猫魔ガ岳～雄国沼  6 時間（雪の状況や天候によって考慮） 

  8 日：桧原湖横断または、近くの山へスノーシュー 

    7：30 朝食       8：30～11：30 行動 

    12：00 入浴、昼食（天ぷらつき蕎麦） 13：00 帰路 定員と申込締切：定員 20 人、締め切り 2 月 20 日 

２００８年度第２回評議会開催 

日時：１月２５日（日）午後１時００分開会～午後５時頃閉会予定 

場所：ふれあいプラザいわつき 

・さいたま市岩槻区東岩槻６－６ TEL048-756-6000 

・大宮駅から東武野田線 東岩槻駅より  徒歩７分 

議題 

１． 遭対基金（特別基金）の行方 

２． メディア構想 

３． 県連活動の骨子 

４． 県連役員選出について 

５． 諸連絡 

※ 交通費は当日支給します。なお、昼食については各自負担でお願い

致します。 

※ 午後の会合を終了後、懇親会を駅周辺で行います。多数の参加を。 

 

1942 年、大映映画「新雪」の主題歌で 

灰田勝彦さんが歌った曲です。 

 

 
 

編
集
後
記 

二
〇
〇
九
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
も
「
埼
玉
労
山
」
を
ご

愛
読
下
さ
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

皆
さ
ん
は
年
越
し
を
如
何
過

ご
さ
れ
ま
し
た
か
？ 

三
十
日
に
奥
多
摩
は
三
条
小

屋
へ
向
か
い
、
大
広
間
を
八
人

で
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
ぎ
、
温

泉
も
十
分
堪
能
し
て
き
ま
し

た
。
や
っ
ぱ
り
蒔
き
で
炊
い
た

飯
は
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
と
て
も

美
味
し
か
っ
た
で
す
。
前
々
か

ら
行
き
た
か
っ
た
と
こ
ろ
な
の

で
な
お
さ
ら
う
れ
し
く
思
い
ま

し
た
。
翌
日
は
雲
取
山
荘
で
早

く
か
ら
美
酒
に
酔
い
し
れ
、
元

旦
も
三
峰
の
光
雲
閣
で
入
浴
後

に
食
堂
で
ま
た
一
杯
と
年
越
し

は
自
分
に
ご
褒
美
と
ゆ
っ
く
り

な
時
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。 

さ
て
こ
の
正
月
休
み
で
も
山

の
事
故
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、

今
年
も
安
全
登
山
に
心
が
け
て

楽
し
い
山
行
を
し
ま
し
ょ
う

ネ
。
来
月
１
４
３
号
は
一
月
末

原
稿
締
め
切
り
、
二
月
九
日

（
月
）
印
刷
の
予
定
で
す
。 

担
当
の
方
は
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 
 

 

（
ア
オ
） 


